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論文内容要旨
 ひとびとの食習慣の形成とそれに伴う栄養摂取上の問題を考えるうえで,食に関連するタブー
 を知ることは欠かすことができない。しかし,保健活動に従事する専門家にとって,タブーはい
 わば「逃げ水」のごとき現象として現われることが多く,その実態は必ずしも明確にしがたい。
 従来から,タブーに関する民俗学的研究は少なくない。近年,食に関連するタブーの調査が,
 歴史学や人類生態学の立場から各地で行われているが,参与観察法などの人類学的方法を用いて
 いることが多い。
 と乙ろで,昭憩49年度宮城県食生渚改善推進員活動発表大会において,宮城県S町丁部落の食
 生活改善推進員から,部落内のほぼ全員の住民が牛乳を毎慰飲用するようになった経過が説明され,
 爪の割れた動物は現在も飼養してはいけないことになっていることが報告された。
 この報告により,食に関連するタブーは依然として現存するという著者の前提は,充分に根拠
 のあるものと考えられた。著者は,食習慣の形成とそれに伴う栄養摂取上の問題を,食に関連す
 るタブーの面から,公衆栄養学の立場に立って追求を試みた。
 まず,食に関連するタブーの現況について横断的調査を行い,タブーの今摂的意義に関して
 知見を得た(論文1)。次いで,S町における実態調査に発展させ,タブー成立の過程を把握す
 るとともに,現実の食習慣について,丁部落の位置を求め知見を得た(論文H)。
 1食に関連するタブーと俗信
 i)情報収集源としての得失を考慮したうえで,宮城県内に居住する435名の栄養士に対し,
 昭和50年4月に,B5版生面の調査票を用いる質間紙調査を郵送により行った。(回報率24%)
 2)提供されたi60件の有用な情報のうち,食べてはいけない食品についてはi45件,91%であ
 り,そのうちタブーと判噺されるものは113件,78%を占めていた。タブーと思われるものに
 は,ひとびとがそれを神聖なものと考えるか,不浄なものと考えるかのいずれかの理由によって,
 さらには,それらと関連するものと認めていることによって,摂食が抑制されている場合をとり
 あげた。タブーは,ある社会における社会的制度の一つとして理解され,しかも,それを破るこ
 とに対し,社会的懲罰が課せられることを特徴としているものである。
 3)食べてはいけない食品に関する情報を分析したところ,現存しているものが73%を占めて
 いた。また,存在する市町村について第一次産業就業者割合との関連を検討したところ,都鄙の
 別なく,県内いたるところにみられることが判明した。
 4)獣肉を食べてはいけないとする情報がもっとも多く(40件),うち25件は現存している。
 これを分析してみると,若い入は守らなくなってきており,倉宅以外の場駈における摂食が許容
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 されたり,葬送習俗の禁止期間が短縮されるなど,タブーを社会内部に保持するカは,時代の進
 展とともに減弱する傾向にあることがうかがわれた。
 5)栄養士からの情報提供状況を,勤務の業態と自宅の所在との両面から分析したところ,有
 用な情報の回報という点では,地域活動に従事する栄養士がもっとも重要であった。この群は他
 の業態轟に比べて,相対的にタブーへの距離が近いことは明らかである。
 狂宮城県のある地域にみられた動物の飼養にかかわるタブーとその食生活への影響
 1)S町は面積45虚,人Ei7,827人,第一次産業就業者割合53彩の町で,企業の誘致に努めて
 いる。丁部落は人日230人,世帯数43,うち蛇世帯は,農業を営んでいる。地域活動は活発であ
 る。
 2)昭和5G年6月,住民等22名に対し面接調査を行ったところ,爪の割れた動物の飼養タブー
 が部落一線に現存するほか,小区域には長ねぎ類の栽培タブーもみられた。これらの動植物は神
 とかかわったものとして認識されていたが,摂食には無関係とされていた。このほか,戦後に再
 燃したこと,および響部落にのみ限局していることが明らかとなった。
 3)昭和50年n月,8中学校生焚に対し,すききらいの程度,1葺常の喫食頻度,最近7日間
 の実喫食回数および自家生産食品の需給状況について,50品鐵の食昴に関して質問紙調査(B4
 版5翻)を行った。農村地区から通学する228名の測答について,それぞれ95%および99%信
 頼区間を求め,これを丁部落から通学する9名の回答と比較することにより,全体のなかでの丁
 部落の位麗を求めた。食習慣に関する項目の調査をとおして,頻度等の多い側で有意の偏りがみ
 られた12品濤の食品のうち,5島国(ぶた肉,めん羊肉,レバー,長ねぎ,やぎ乳)はタブーに
 関連の深い食畠であったが,逆に頻度等の少ない翻で有意の偏りがみられた3r饗眉のなかには,
 タブーに関連する食品は見当らない。つまり,丁部落の中学生は,タブーに関連の深い食品を,
 むしろ積極的に好み,かつ,多く食べていることになることを示した。
総括
 保健活動の専門家は栄養指導の努力を垂ねており,1筐部落にみる現実の食習慣は,合理性に裏
 打ちされた重要な側面である。しかし,タブーも都榔の別なく存在しており,情緒醐でしっかり根を
 畜ろした強力な側面を呈示しているようにみえる。ひとびとの食生活に影響を与えている次元が,
 この両者では異なっていることを明らかにした。従来の健康教育が,近代科学に裏打ちされた
 r原因と結果」の軸の上に立ってひとびとの行動に接近してきた欠点を指摘するごとになり,
 一見非合理的ではあっても,生活体験に裏打ちされたヂ動機と行動」にあらためて注目すべきである。
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 審査結果の要旨
 本研究は,食習慣の形成とそれに伴う栄養摂取上の問題を,食に関連するタブーの面から,公
 衆栄養学の立場に立って追求を試みたものである。
 第1部では,食に関連するタブーの現況につき,宮城県内に居住する435名の就業栄養士に
 対して質問紙調査を実施し,i45件の食べてはいけない食品に関する情報の提供を受けている。
 情報の内容を分析したところタブーは,都鄙の別なく、県内いたる処に存在していること・タブ
 ーを社会内部に保持する力は,時代の進展とともに減弱する傾向がうかがわれること,及び,地
 域活動に従事する栄養士が,タブーに関する有用な情報の回報の点ではもっとも重要であること,
 などが明らかになったとしている。これらの結論は,われわれの食生活におけるタブーの現代的
 意義として評価できよう。
 第2部では,上記の結論を受けて,都市近郊農村における実態調査に発展させている。まず,
 爪の割れている動物の飼養タブーについて,22名の関係者に対して面接調査を実施し,このタ
 ブーが部落一円に現存していること,部落内の小区域には長ねぎ類の栽培タブーも存在している
 こと,この部落にのみ限局していること,摂食には無関係であること,戦後に再燃したことなど,
 タブーの残存を明らかにしている。次いで,中学生の食習慣につき,50品目の食品に関して質
 問紙調査を実施し,タブーの存在する部落から通学する9名の回答と,農村地区から通学してい
 る228名の回答とを比較している。この結果,タブーの存在する部落の中学生は、タブーに関
 係の深い食品を,むしろ積極的に好み,かつ,多く食べていることになり,現実の食習慣とタブ
 ーとの間にくい違いのみられることを指摘している。
 従来,保健活動の専門家にとって,タブーは,その実態を必ずしも明確にしがたい存在であった。
 本研究は,従来とは異なった観点からこの問題を追求して各種の新知見を得ており,さらに,
 これに基づいて,今後の健康教育の推進における留意点として「動機と行動コを強調.している。
 公衆衛生学の研究として新しい領域を開いたものとして学位授与に値すると考える。
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